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　気温が－４℃以下になると水道管が
凍り、破裂することがあります。必要
に応じ、凍結防止対策を行いましょう。
《水道管が凍結した場合》
　凍結部分にタオルや布などをかぶせ、
その上からゆっくりぬるま湯を
かけてください。その際、
蛇口は開けたまま
にせず、必ず閉
めてください。
《水道管が破裂した場合》
　不凍止水栓を締めて水を止めてから、
市指定給水装置工事事業者
に修理を依頼してください。
　市指定給水装置工事事業者▶
《メーターボックス内の凍結防止》
　使い古しの毛布や布切れ、発砲スチ
ロールなどを濡

ぬ

れないようにビニール
袋に詰め、ボックス内の隙間に入れて
保温してください。
問水道課☎(27)2541

●期間
12月10日㈬～令和８年１月７日㈬
《運動のスローガン》
「てをあげて　くるまにおしらせ
ぼくはここ」
《運動の重点》
①道路横断中の交通事故防止
②夕暮れ時や夜間の
交通事故防止
③飲酒運転の根絶
④高齢者が関与する
交通事故防止
⑤自転車利用時のヘルメット着用と交
通ルールの遵守
問生活防災課防災安全係☎(28)5510

20歳以上60歳未満の国民年金第１号
被保険者または60歳以上65歳未満の
国民年金任意加入被保険者なら、誰で
も加入できます。
▷少子高齢時代に強い財政方式
　自らが積み立てた保険料とその運用
益により将来受け取る年金額が決まる

「積立型（確定拠出型）」なので、少子
高齢時代でも非常に安定的です。
▷保険料の国庫補助がある
　認定農業者などの一定の要件を満た
す方には、保険料の国庫補助（政策支
援）があります。
▷保険料が自由に選択できる
　保険料は月額２万円（35歳未満か
つ政策支援加入対象外の方は１万円）
～６万７千円の間で、千円単位で自由
に決められ、いつでも見直せます。
▷税制面の優遇措置がある
　保険料は全額社会保険料控除の対象
になります。受け取る年金も公的年金
等控除の対象になります。
▷年金は終身受給できる
　80歳前に亡くなった場合、遺族に
死亡一時金が支給されます。
問農業委員会事務局☎(28)5529

　国民健康保険に加入し、医療機関を
受診した方に発送している、医療費通
知（医療費のお知らせ）の発送回数が
今年度から変更になっています。

●発送時期
▷１回目　令和８年１月発送予定

（令和７年１月～10月診療分）
▷２回目　令和８年３月発送予定

（令和７年11月～12月診療分）
問国保年金課国保係☎(28)5537

　市内で農業を営む農業者の経営安定
のため、取扱金融機関を通じて必要な
資金を融資します。
●対象者
市内に住所を有し、農業の経営改善に
取り組む農業者で、前年度の市民税を
完納している方
●融資限度額　250万円以内
●資金使途　農業用機械や施設の購入、
緊急的に必要な運転資金
●融資期間
５年以内（据置期間２年上限）、運転
資金は３年以内（据置期間なし）
●返済方法
分割返済（運転資金は一括返済可）
●貸付利率　１％以内
●保証人　１人以上または信用保証機
関の保証を付けること
●指定金融機関
白河信用金庫、夢みなみ農業協同組合、
東西しらかわ農業協同組合 市内各支店
問農政課☎(28)5527

農業者年金は、加入者数の変化や財
政事情に左右されない、安全安心な公
的年金です。加入申し込みなど詳しく
は、農業委員会または最寄りのJAに
お問い合わせください。
《農業者年金の６つのメリット》
▷農業者なら広く加入できる
　年間60日以上農業に従事する方で、

変更前 変更後

年６回 年２回

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

水道管の凍結対策を

農業者年金に
加入しませんか

案　内案　内
農業振興特別資金
融資制度

医療費通知（医療費のお
知らせ）の発送回数変更
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　フラワーアレンジメント作りや食事
を楽しみながら、自然と笑顔になれる
友人、ワクワクを分かち合える仲間と
出会いましょう！
　詳しくは「ふれあいの場」創出事業
実行委員会のホームページをご覧くだ
さい。
●日時　令和８年１月25日㈰
午前10時30分～午後１時30分
●会場　シン鹿島（北中川原）
●対象　45～59歳の未婚の男女
●参加料　2,000円（女性は２人以上
同時に申し込むと500円割り引き）
●定員　男女各10人程度
●申し込み期限
令和８年１月９日㈮／午後３時
●申し込み方法
申し込みフォーム
●申し込み・問い合わせ先
生活防災課地域生活係☎(28)5111

●日時　令和８年１月10日㈯
午後１時30分～午後３時
●会場　市立図書館りぶらん
●定員　先着100人　※参加無料
●内容 ３人のヤングケアラーの日
常を描いたオムニバス形式の中編映
画『ツナガル』の上映と（一社）ケア
ラーアクションネットワーク協会代表
理事　持

も ち

田
だ

恭
きょう

子
こ

氏による講演会
●申し込み期限　令和８年１月７日㈬

いします。
問学校教育課☎(28)5541

事業を営む個人・法人は、償却資産
（事業に用いることができる資産）の
申告が義務付けられています。
　償却資産は固定資産税の課税対象で
すので、忘れずに申告をお願いします。
●申告対象　令和８年１月１日時点で、
市内に土地・家屋以外の事業用資産を
所有・貸付している個人および法人
●申告方法
　税務課資産税係または各庁舎地域振
興課に申告書を提出してください。
※昨年度申告した方には、申告書を12
月上旬に郵送します。今年度新たに申
告する方はご連絡ください。
●申告期限　令和８年１月30日㈮
●申告の対象となる資産（例）

問税務課資産税係☎(28)5507

●申し込み方法
電話、申し込みフォーム
●申し込み・問い合わせ先
社会福祉課社会生活支援係☎(28)5515

　市では、冬の期間も皆さんが安全に
生活できるよう、市道の除雪を行って
います。除雪作業を円滑に行うため、
皆さんのご協力をお願いします。
《お願い》
◇路上駐車は除雪作業の支障となるの
で、絶対にやめましょう。
◇除雪中の作業車には絶対に近づかな
いでください。追い越す場合は、除雪
車が完全に停止してからにしましょう。
◇道路に雪を出さないようにしましょ
う。車が乗り上げてハンドルを取られ
るなど、事故の原因になります。
◇除雪車が通った後は、玄関先に雪が
残ってしまいます。残った雪の除雪に
ご協力をお願いします。
※除雪の疑問にお答えする冊子があり
ます。詳しくは、市のホー
ムページをご覧ください。
問道路河川課☎(28)5530
《地域内の生活道路や歩道の除雪》
　地域内の生活道路や歩道は、町内会
・消防団・商店会など、各地区での除
雪作業にご協力をお願いします。
問生活防災課防災安全係☎(28)5510
《通学路の除雪》
　通学路の除雪は、学校ごとに作成す
る「除雪マニュアル」に基づいて実施
します。PTAや町内会のご協力をお願

※情報は11月20日時点のものです。最新情報は、各問い合わせ先にご確認ください。

種類 主な資産
構築物およ 
び建物附属 
設備

門・塀・舗装道路・広
告塔・打ち込み井戸・緑
化施設・配管設備 など

機械および
装置

プレス機・溶接機・ボ
イラー・印刷機・包装
機・建設機械・ドライ
クリーニング機・冷凍
機・精米機・農林業用
設備・太陽光発電設備 
など

車両および
運搬具

大型特殊自動車 など
※自動車税・軽自動車
税の対象となるものを
除く

工具・器具
および備品

机・ 椅 子・ コ ピ ー 機・
ロッカー・レジ・冷暖
房機・医療機器・自動
販売機・厨

ちゅう

房
ぼ う

用品・家
具・陳列ケース・電気
製品・じゅうたん・パ
ソコン・電話 など

募　集募　集

『ツナガル』上映＆
ヤングケアラー講演会

お願いお願い
除雪作業へのご協力

償却資産の
申告義務「ふれあいの場」創出事業

おとなのM
ミ ナ ミ

INAMI友
と も

活
か つ
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　指定難病などの患者の方に、見舞金
を支給しています。
●対象者　指定難病患者、小児慢性特
定疾病患者、特定疾患患者、慢性じん
疾患により人工透析を受けている方
●見舞金額 年額１万円
●申請期限　令和８年３月31日㈫
※年度ごとに申請が必要です。また、
申請時には、指定難病医療費受給者証
などの提示が必要です。
●申請先
社会福祉課または各庁舎地域振興課
問社会福祉課障がい福祉係☎(28)5517

《障害者控除》
　65歳以上の要介護認定者で、一定の
要件を満たす方は「障害者控除対象者
認定書」により、確定申告で障害者ま
たは特別障害者の控除が受けられます。
●申請方法　
　介護保険被保険者証を持参し、高齢
福祉課または各庁舎地域振興課で申請
してください。
●申請受付開始日　12月１日㈪
※令和７年分の認定書交付は令和８年
１月以降となります。
《おむつ代の医療費控除》
　確定申告でおむつ代の医療費控除を
受ける場合、医師が発行する「おむつ
使用証明書」の提示が必要となります。
　ただし、要介護認定者で一定の要件
を満たす方は、市が発行する「確認書」
によりおむつ代の医療費控除を受けら
れます。その場合、介護保険被保険者

します。希望する方は、期限までに申
請してください。
　詳しくは、市ホームページをご覧い
ただくか、学校教育課または入学予定
の小学校、現在通学してい
る小学校までお問い合わせ
ください。
●申請期限　令和８年１月16日㈮
●申請先
▷新小学１年生　入学予定の小学校
▷新中学１年生
現在通学している小学校
問学校教育課☎(28)5541

各種GAPの取得に興味がある方を
対象に相談を受け付けています。GAP
に取り組みたい方は、お気軽にご相談
ください。
●時間　午前８時30分～午後５時
※平日のみ
●相談場所　農政課窓口（本庁舎２階）
問農政課☎(28)5527

　新白河三丁目にオープンする幼児用
公園の名称が「しんしらサンパーク」
に決まりました。「三丁目」と「SUN
（おひさま）」を掛け、こどもたちが元
気に遊べる楽しい場所をイメージして
います。
　11月11日に
は、名称を考案
された浜

は ま

名
な

美
み

咲
さ き

さんに感謝状を
贈呈しました。
問都市計画課☎(28)5534

証を持参し、高齢福祉課または各庁舎
地域振興課で申請をしてください。
※令和５年以前に使用したおむつ代の
申告は、取り扱いが異なります。
問高齢福祉課介護保険係☎(28)5518

令和７年中に老齢基礎年金と老齢厚
生年金を受給された方には、日本年金
機構から「令和７年分公的年金等の源
泉徴収票」が送付されます。確定申告
の際に必要になりますので、大切に保
管してください。
　また、マイナポータルと「ねんきん
ネット」の連携手続きをしている方に
は、電子送付を行います。電子データ
を利用すると、e-Taxで簡単に確定申
告ができます。
　なお、再発行は、ねんきんダイヤル
にお電話いただくほか、ねんきんネッ
トからも手続きできます。
　ねんきんネットの登録方
法は、日本年金機構ホーム
ページでご確認ください。
●送付時期　令和８年１月中旬～
※障害年金や遺族年金は非課税所得の
ため、源泉徴収票は送付しません。
問ねんきんダイヤル☎0570-05-1165

　市内の小・中学校に通うこどもがい
る家庭で経済的にお困りの保護者に、
学用品費や学校給食費などの経費の一
部を援助します。
　令和８年度、小・中学校に入学予定
で就学援助に該当する方には、入学前
に「新入学児童生徒学用品費」を支給

公的年金の源泉徴収票

GAP取得に関する相談

要介護認定者の障害者控除
・おむつ代の医療費控除

新たな公園の名称決定！
新入学児童生徒学用品費
の援助（就学援助）

令和７年度
特定疾患患者見舞金
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　義肢などの補装具の処方、診察・医
療相談が受けられる無料の相談会を開
催します。
●日時
令和８年１月26日㈪／午後１時～４時
●会場　サンフレッシュ白河（久田野）
●対象
18歳以上の肢体不自由者で車椅子や
義肢などの補装具を必要とする方
●担当医師 白河厚生総合病院副院長
兼手術部長　鈴

す ず

木
き

幹
み き

夫
お

氏
●申し込み期限　令和８年１月９日㈮
※相談には、補装具の見積書などが必
要ですので、事前に電話または窓口で
ご相談ください。
●申し込み・問い合わせ先
社会福祉課障がい福祉係☎(28)5517

　（公財）福島県文化振興財団では、
県民の文化活動を支援するため、対象
事業を行う団体に助成金を給付してい
ます。
　詳しくは、ホームページ
をご覧ください。
●対象事業　令和８年４月１日㈬から
令和９年３月31日㈬までに行う事業
で、次のいずれかに該当するもの
①広く県民に公開する文化活動の成果
発表（美術展・音楽会・演劇などの公
演、文芸誌・郷土史の出版、自主制作
の映画やアニメーションの発表 など）
②県の代表や公的機関からの招へいに
より国内の発表会などへ参加する事業
③文化財の保護・保存のための事業↗

④「文化の力」による地域づくり事業
（地域の文化資源を生かした地域活性
化事業）
※④は３年間分の事業計画をもとに継
続的な助成を行います。
●対象者　県内に住所または活動の本
拠を有する文化団体
●助成額　対象経費の３分の１または
２分の１以内の額
※対象事業の区分により限度額あり
●申し込み方法　申請書などの必要書
類に記入し、市文化振興課窓口（本庁
舎２階）に提出
※必要書類の様式は（公財）福島県文
化振興財団のホームページからダウン
ロードできるほか、市文化振興課窓口
でも配布しています。
●申し込み期限
令和８年１月30日㈮（予定）
●申し込み・問い合わせ先
文化振興課文化係☎(28)5502

　義務教育を受けている第３子以降の
学校給食費を全額助成します。
●助成対象
次の全てに該当する世帯の保護者
①児童生徒とその保護者が本市に住所
を有している
②同一世帯に18歳以下の兄弟姉妹が
３人以上いて、義務教育を受けている
第３子以降の児童生徒がいる
※未就学児は対象外
※就学援助などを受ける場合は、就学
援助などが優先
●申請期限 令和８年３月31日㈫
●申請方法
▷市内の小・中学校に通う方　５月下

※情報は11月20日時点のものです。最新情報は、各問い合わせ先にご確認ください。

旬に学校からお知らせと申請書を配布
していますので、ご確認ください。
▷市外の小・中学校などに通う方
12月上旬にお知らせと申請書を郵送
します。
問健康給食推進室☎(23)1266

「四季雑詠」「白河」を詠んだ作品や
自由題のジュニア作品、海外作品、海
外ジュニア作品を募集し、応募総数
5,003句の中から選ばれた受賞作品の
表彰式を行います。
　併せて「当日投句会」を
開催しますので、ぜひご参
加ください。
●期日　令和８年１月25日㈰
●会場　コミネス小ホール

《当日投句受付》
●時間　午前10時～11時
●題材
▷一般（高校生以上）  「当季雑詠」
▷ジュニア（中学生以下）  自由題
※１人１句まで
※各部門の入賞者には記念品を贈呈
●投句料
▷一般　500円　▷ジュニア　無料

《俳句賞表彰式・当日投句会》
●時間　午後１時30分～
※午後１時開場
●選者
▷一般
鈴
す ず

木
き

太
た

郎
ろ う

氏（「雲
く も

取
と り

」主宰）、佐
さ

怒
ぬ

賀
か

直
な お

美
み

氏（「橘
たちばな

」主宰） ほか（予定）
▷ジュニア
堀
ほ り

切
き り

克
か つ

洋
ひ ろ

氏（「銀
ぎ ん

漢
か ん

」同人）
問芭蕉白河の関俳句賞実行委員会事務局

（文化振興課内）☎(28)5502

多子世帯給食費
負担軽減事業

案　内案　内
肢体不自由者巡回相談会

第７回芭
ば

蕉
しょう

白河の関俳句賞
表彰式・当日投句会

令和８年度福島県
文化振興財団助成事業



　耳が聞こえない方とその家族、手話
について理解を深めることを目的に上
映会を行います。
●期日　令和８年１月31日㈯
●時間　午後２時30分上映開始
●会場　コミネス大ホール
●料金　▷前売り券　一般・シニア・
大学生　1,200円
▷当日券　一般・シニア　1,500円、
大学生　1,300円、小中高生　800円
●前売り券取り扱い所
コミネス、白河地区聴力障害者会、白
河手話サークル「草原」、福島民報社

（本社・郡山本社・支社支局・販売店）
●申し込み・問い合わせ先
佐

さ

藤
と う

☎(25)0773　※留守電の時は「映
画の件」とメッセージをお願いします。
メール shirakawa.sogen@gmail.com

東地域に
開設されま
した。ぜひ、
ご参加くだ
さい。

《あったかセンター枇
び

杷
わ

山
や ま

サロン》
●活動日　第３月曜日（月１回）
●時間　午前10時～11時30分
●会場　第一枇杷山センター（東釜子）
問高齢福祉課高齢者支援係☎(28)5519

●期間　12月３日㈬～15日㈪
●時間　午前10時～午後６時　　 ↗

●会場 マイタウン白河 ギャラリー
（本町）  ※入場無料
問NPO法人アウシュヴィッツ平和博
物館☎(28)2108

　 10月 17日、
しらさかの森
スポーツ公園
で開催されま
した。
　前日の雨でコースのコンディション
が悪い中ではありましたが、65名の
老人クラブ会員が日頃の練習の成果を
発揮しました。
◇団体　優勝　白河白寿会連合会
◇個人　優勝　深

ふ か

谷
や

重
し げ

美
み

さん（白寿
会連合会）
問高齢福祉課高齢者支援係☎(28)5519

　11月16日、
開催されま
し た。 県 内
57市町村51
チームが出
場し、本市は総合10位（市の部８位）
の成績を収め、敢闘賞を受賞しました。
問スポーツ振興課スポーツ推進係
☎(28)5543

●内部公開
▷12月　20日㈯、21日㈰　　　　↗

屋内遊び場わんぱーく
本町２マイタウン白河４階☎21-9980
開館時間
①10:00～11:30　②13:00～14:30
③15:00～16:30　※各回定員50人
休館日　木曜日　※祝日の場合は翌平日

▷１月　11日㈰、12日㈷

《親子工作教室》
　詳しくは、インスタグラム
をご覧ください。
●期日　12月20日㈯
●時間　①午後１時～２時
　　　　②午後３時～４時
※材料がなくなり次第終了
※申し込み不要

●展示内容
◇平常展示

「白河の歴史と文化」

●展示内容
◇展示室１　「小峰城ガイダンス展示
・小峰城VRシアター」
◇展示室２・３　

「小峰城の歴代城主と美術」

小峰城歴史館
郭内1-73　☎24-5050
開館時間　9:00～16:30
※最終入館　16:00まで
休館日　月曜日
※12月28日㈰～１月５日㈪は休館
入館料　一般300円
小中高生・障がい者100円

歴史民俗資料館
中田7-1　☎27-2310
開館時間　9:00～16:00
休館日　月曜日
※12月28日㈰～１月５日㈪は休館
入館料　無料

第37回ふくしま駅伝

報道写真展「戦争と平和
－80年の記憶－」

第15回市長杯
グランドゴルフ大会

新たな高齢者サロンが
開設されました

施　設施　設

まちかどまちかど
映画『ぼくが生きてる、
ふたつの世界』上映会

旧小峰城太鼓櫓
やぐら

郭内179-3　問文化財課☎28-5535
開館時間　10:00～16:00
入館料　無料　※貸館は有料

太刀 銘 備州長船盛景

灰
か い

釉
ゆ う

印
い ん

花
か

文
も ん

瓶
へ い

子
し

▶
（県指定文化財）

び しゅうお さ ふ ね も り か げ
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情
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控
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・
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の

情
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紀
行

白
河
か
る
た
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定
信
紀
行

南
湖
南
湖
開開か

い
か
い

鑿鑿さ
く
さ
く

碑碑ひひ

の
こ
と

の
こ
と

第
九
話

第
九
話

寄
稿
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

佐さ

川が
わ

庄し
ょ
う

司じ

◀「南湖開鑿碑」
　（南湖地内 偕

か い

楽
ら く

園
え ん

　東隣に所在）

・
楓か

え
で

な
ど
の
植
栽
を
指
示
し
た
と

い
う
。
元
々
の
自
然
地
形
を
生
か

し
な
が
ら
、
関せ

き

山さ
ん

や
那
須
連
峰
な

ど
を
借
景
に
取
り
入
れ
、
大
名
庭

園
の
手
法
に
よ
り
17
の
名
所
を
設

け
た
。
南
湖
の
整
備
に
よ
っ
て
土

地
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
地
に
は

藩
校
立
教
館
の
運
営
資
金
を
得
る

た
め
学
田
新
田
（
合こ

う

戦せ
ん

坂ざ
か

・
池
下

・
鬼
越
・
石い

し

阿あ

弥み

陀だ

・
小
丸
山
な

ど
）
が
開
発
さ
れ
、
新
た
な
集
落

（
鬼
越
＝
松
風
の
里
、
池
下
＝
八や

聲ご
え

の
村
）
も
17
景
に
取
り
込
ま
れ

た
。
湖
は
異
国
船
の
警
護
に
備
え

藩
士
の
操
舟
訓
練
、
庶
民
の
舟
遊

び
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。

　
南
湖
の
完
成
か
ら
３
年
後
の
文

化
元
年
（
１
８
０
４
）
に
建
立
さ

れ
た
「
南
湖
開
鑿
碑
」
に
は
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

に
よ
る
造
営
の
経
緯
を
白
河

藩
儒
者
広ひ

ろ

瀬せ

典て
ん

が
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。「
南
湖
は
長
い
間
手
入

れ
し
な
い
た
め
、
汚
れ
た
り
ふ
さ

が
っ
た
り
し
て
山
水
の
好
き
な
人

達
も
顧
み
な
か
っ
た
。
定
信
公
は

こ
れ
を
見
て
云い

わ
れ
た
。
堤
が
壊

れ
て
水
が
漏
っ
た
の
で
あ
る
。
底

を
浚さ

ら

っ
て
深
く
し
、
堤
を
強
化
す

れ
ば
も
と
に
戻
っ
て
田
に
水
を
供

給
し
、
民
を
豊
か
に
し
、
ま
た
皆

で
舟
を
浮
か
べ
て
太
平
の
世
を
楽

し
め
る
だ
ろ
う
と
。（
中
略
）
遊
び

に
来
る
人
は
絶
え
ず
、
美
し
い
眺

め
を
見
て
喜
ん
だ
。
樹
木
は
年
を

加
え
て
ま
す
ま
す
麗
し
い
。
数

十
年
を
経
た
ら
ど
ん
な
だ
ろ
う
。」

（
大
意
、
碑
文
は
漢
文
）

　
碑
文
中
の
壊
れ
た
堤
と
は
「
千

世
の
堤
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

堤
は
「
大
沼
土
手
」
と
し
て
慶
安

・
寛
文
年
中
（
１
６
４
９
〜
６
２
）

の
白
河
藩
主
本ほ

ん

多だ

忠た
だ

義よ
し

の
時
代
に

造
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
徐
々

に
荒
廃
し
、
周
辺
は
湿
地
帯
と
な

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
定
信
は
、
こ

の
堤
に
松
を
列
植
し
、
堤
を
強
固

に
し
、
大
沼
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

と
周
辺
に
桜

問
観
光
課
☎(

28)

5
5
2
6

札
で
つ
な
が
る
今い

ま

・
昔む

か
し

白
河
か

た
る

「
白し

ら

川か
わ

城じ
ょ
う

」

九
枚
目

　
白
川
城
は
、
搦か

ら

目め

地
区
の
阿あ

武ぶ

隈く
ま

川
の
南
側
に
広
が
る
、
標

高
約
４
０
０
ｍ
の
丘
陵
地
を
利

用
し
て
築
か
れ
た
山
城
で
あ
り
、

別
称
「
搦か

ら

目め

城じ
ょ
う

」
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。

　
城
の
規
模
は
、
中
心
と
な
る

郭く
る
わ

と
推
定
さ
れ
る
御ご

本ほ
ん

城じ
ょ
う

山や
ま

か

ら
い
く
つ
か
の
丘
陵
ま
で
ま
た

が
っ
て
お
り
、
広
さ
は
東
西

１・
２
㎞
、
南
北
約
５
０
０
〜

６
０
０
ｍ
に
わ
た
り
、
白
河
地

方
で
最
大
規
模
を
有
す
る
こ
と

が
調
査
か
ら
判
明
し
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
、
下し

も

総う
さ

国の
く
に

結ゆ
う

城き

の

武
士
結
城
朝と

も

光み
つ

は
、
源

み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

の
奥お

う

州し
ゅ
う

藤ふ
じ

原わ
ら

氏
攻
め
に
従
軍
し
、

そ
の
恩
賞
と
し
て
白し

ら

河か
わ

荘の
し
ょ
うを
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
領

地
を
分
け
ら
れ
て
白
河
に
住
み
、

成
立
し
た
の
が
「
白
河
結
城
氏
」

で
、
白
川
城
を
本
拠
と
し
て
、

周
辺
に
勢
力
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
長
ら
く
白
河
結
城
氏
の
本
拠

で
あ
っ
た
白
川
城
で
し
た
が
、

１
５
１
０
年
に
起
き
た
、
一
族

の
小こ

峰み
ね

氏
に
よ
る
、
白
河
結
城

氏
当
主
の
結
城
政ま

さ

朝と
も

を
追
放
し

た
事
件
（
永え

い

正し
ょ
う

の
変
）
を
経
て

小
峰
氏
に
権
力
が
移
る
と
、
本

拠
と
し
て
の
機
能
は
小
峰
氏
の

拠
点
の
小
峰
城
に
移
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
河
結
城
氏
の
衰
退
に
伴
い

荒
廃
し
た
白
川
城
で
す
が
、
廃

城
と
な
っ
た
正
確
な
年
代
は
今

も
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
結
城
一
族
の
栄
華
と
と
も
に

あ
っ
た
こ
の
城
跡
は
、
今
は
静

寂
に
包
ま
れ
、
当
時
の
興
隆
を

偲し
の

ば
せ
て
い
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
☎(

28)

5
5
3
3
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